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3 提案手法 DHSN 
従来手法の問題点を解決するため、先行研究で提案され
た待ち時間アルゴリズム DHSN を用いる。まず、各ノード




Weight = 𝑅𝑋𝑒𝑥𝑖𝑠𝑡 ∗ 2 + 𝑇𝑋𝑒𝑥𝑖𝑠𝑡 ∗ 1 
 cn と Weightの 2 つの値を用いることで動的な待ち時間
𝐻を算出することが出来る。 
{𝐻 = 2
(log𝑤𝑒𝑖𝑔ℎ𝑡+2 𝑐𝑛)+2     𝑁 ≤ 9














ドからのデータフロー数が 1 で合計フロー数 16 の場合、





















表 1 各種パラメータ 
図 1 トータルスループット 
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